別紙様式
令和 年 月 日
早生樹活用による次世代林業モデル創出支援事業課題提案書
静岡県知事 様
提案者 住 所　　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　
  								代表者氏名 　　　　　　　　　
早生樹活用による次世代林業モデル創出支援事業を実施したいので、下記のとおり関係書類を添えて提案します。
記
１ 事業実施主体の概要
２ 施業地の概要
３ 事業の概要
４ 事業の内容
(1) 実証活動
(2) 調査分析等
５ 事業を実施するための必要な経費
６ 応募者提案の概要をまとめた資料
７ 共同提案者の定款、寄附行為等、役員名簿、団体の事業計画書・報告書、収支計算書、パンフレット等


１ 事業実施主体の概要
	団体等の名称
	

	設立年月日
	

	代表者
	

	資本金
	

	所在地
	住所
	〒


	
	TEL
	

	e-mail
	

	実施体制
	事業担当者
	


	
	共同提案者
	法人・団体名
	


	
	
	代表者
	




２　施業地の概要
	属性
	所在地等
	　　　　　　　市・町　　　大字　

	
	
	林班・小班
	

	面積
	


	
	所有者
	氏名又は名称
	


	
	
	住所
	


	現況
	樹種・林齢
	樹種
	

	林齢
	

	
	木材資源量
	材積
	


	
	森林の状況
	林相
	


	
	地形的特徴
	地形
	（森林の傾斜、方位、標高など）


	
	
	土壌
	


	施業履歴
	過去の施業記録
	





３　事業の概要
	(1) 　実証活動【応募者提案】の目的

	




	(2) 　実証活動【応募者提案】の内容（２提案以上）

	







	(3) 　調査分析【応募者提案】の目的

	



	(4) 　調査分析【応募者提案】の内容（１提案以上）

	





	(5) 　事業計画（事業の目的達成のための手法等を併せて記載）

	事業実施期間全体に係る計画（原則３年）を記載してください。










	(6) 　事業効果(事業実施によって得られる効果を記載)

	






４-(1)　事業の内容（実証活動）
	取組
	事業内容
	金額
	備考

	①森林調査・施業の集約化
	デジタル技術の面的な活用により、森林調査や施業集約化等の調査計画段階における生産性・安全性・収益性の向上や省力化を実証する。
	高精度森林情報等を用いた資源量解析と施業計画作成
	<記載例>
謝 金 ○○円×△人×■回＝ 　　････円
旅 費 ○○円×△人×■回　＝ 　････円
技術者給 ○○円×△人×■回＝　････円
消耗品費 　　　　　　　　　　　 ･･･円
合計　　　　　　　　　　　　　　･･･円

	
	
	GNSS測量機器を用いた森林調査・境界明確化

	

	
	
	路網設計支援ソフトを用いた作業道設計

	

	
	
	コスト算定プログラム等を用いた収支見積計算

	

	②伐採・流通の効率化
	デジタル技術の活用や林業機械の自動化・遠隔操作化により、伐採・流通の効率化等の生産管理段階における生産性・安全性・収益性の向上や省力化を実証する。
	ハーベスタ又はプロセッサを用いた（伐倒・）伐木造材

	

	
	
	原木生産・納品情報システムを用いた丸太運搬

	

	
	
	末木枝条のチップ化等による有効利用

	


· 備考欄には、積算内訳を記載してください。
· 令和８年度分について記載してください。
· 国庫補助金、県単独事業費助成及び自己資金分についても記載してください。


	取組
	事業内容
	金額
	備考

	③再造林の省力・低コスト化
	デジタル技術の活用や林業機械の自動化・遠隔操作化により、造林・保育段階における生産性・安全性・収益性の向上や省力化を実証する。

	グラップル・ラジコン式地拵え機等を用いた地拵え

	

	
	
	GNSS付植穴器を用いた苗木植栽・位置情報取得

	

	
	
	フォワーダ・ドローン等を用いた苗木・資材運搬

	

	
	
	コンテナ苗を用いた低密度植栽(標準2,000本/ha)

	

	④適切な現場管理
	通信技術やデジタル技術の活用により、①から④の現場管理における生産性・安全性・収益性の向上や省力化を実証する。
	Starlinkなど衛星通信サービス等を用いた通信環境構築と実証活動全体を通じた活用

	

	
	
	アプリ等を用いた現場管理のDX化

	

	【応募者提案】①



	（具体的な内容を記載）
	
	

	【応募者提案】②



	（具体的な内容を記載）
	
	


· 備考欄には、積算内訳を記載してください。
· 令和８年度分について記載してください。
· 国庫補助金、県単独事業費助成及び自己資金分についても記載してください。
４-(2)　事業の内容（調査分析等）
	取組
	事業内容
	金額
	備考

	生産性分析
	AIによる生産性解析に必要な日報の記録等を行う。
	
	

	テーダマツ成長量調査
	森林・林業研究センター等が行う調査に必要な対照区の設定等を行う。
	
	

	野生鳥獣採食・嗜好性調査
	森林・林業研究センター等が行う調査に必要な対照区の設定等を行う。
	
	

	【応募者提案】


	（具体的な内容を記載）
	
	

	「次世代林業経営モデル実証委員会（仮称）」の開催
	事業内容や事業効果等をまとめた資料を作成する。委員会に出席し、作成した資料に基づき、説明を行う。
	
	

	報告書作成
	共同提案者と連携して実証事業の目標（導入効果等）達成状況を検証し、結果をとりまとめる。
	
	


· 備考欄には、積算内訳を記載してください。
· 令和８年度分について記載してください。



５ 事業を実施するための必要な経費
	取組
	事業費
	経費の内訳
	摘要

	
	
	国庫補助金
A
	県単独事業費助成
B
	本事業
C
	自己資金
D
	

	
	
	
	
	
	
	

	計
	
	
	
	
	
	


· 摘要欄には、積算内訳を記載してください。
· 令和８年度分について記載してください。

６ 応募者提案の概要をまとめた資料
　
別添のとおり



７ 共同提案者の定款、寄附行為等、役員名簿、団体の事業計画書・報告書、収支計算書、パンフレット等
　
別添のとおり
